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1 目的 

材料の機械的強さの評価として、引張り強さ、まげ強さとならんで、重要なものに、硬さの評価がある。硬

さの評価は一般に硬さ試験によってなされる。硬さ試験は、被測定物に圧子を押しつけ、このときの荷重と

これによって生じるくぼみの大きさとから決定される方法、ブリネル硬さ、ロックウェル硬さ、ビッカース

硬さがよく知られている。本セミナーでは、ビッカース硬度試験器を使用して鋼、銅、アルミニウムの硬度

を調べる。特に鉄鋼材料について、硬度の実測値と金属データブックに記載されている鉄鋼材料の強度を比

較することによって、強度と硬度の関係を理解する。 

 

2 内容 

１） 硬度試験 

金属材料の応力―歪線図を示して、その強度について解説を行い、次に硬度試験の原理を解説する。

実験では、ビッカース硬度試験器を用いて 3 種類の金属（鋼、銅、アルミニウム）の硬度を測定する。

硬さの定義は変形に対する抵抗であるから、生じるくぼみの大きさは軟らかい金属程大きくなる。3

種類の金属に対して試験を試み、生じたくぼみを観察することで、身近な金属材料の硬さを実感して

もらう。 

3 受講者 

工学部 機械システム工学科 1 年生 前期 月曜日 4 限 

4 指導内容 

硬度試験器の取り扱い方法及びエクセルによる表計算を指導する。 

5 まとめ 

入門セミナーは、受講者にとってはじめての専門実習になる。座学の授業ではまだ教わっていない内容

も含むため、それをイメージし易い実例を挙げて説明を行うように心がけている。例えば、高校物理で

行うバネの伸びと重りの比例関係を金属材料の弾性域にあてはめてみたり、クリップのような変形のし

易い金属を曲げて塑性変形の説明を行いながら、硬さの意味についてパワーポイントによるアニメーシ

ョンを示しながら理解してもらった。結果は、エクセルの表計算機能を用いて導き出すようにした。 
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